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震縮症状による悪循環
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痛み・不快感の訴えは少なくなった
即時的変化。
日常的な動作・筋緊張の変化×
隙聞を空け続けるには
E 画。
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システムの連聞は変わったか?
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まとめ
〉痘縮に対して、システム思考的アプローチを行った。
〉システムガ変化したと評価できた部分ちあるが、即時的な
変化(ζ留まった部分ちみられた。L>.w ~ 11パーーは比較的容易であり吋ること
-E盟国圃・
の方がむしろ困難なのではえよいか。ここにはシステムの抑
制jの力が働いており、この困難さが能力を鉱張でき広いあ
らゆる場面で、壁になっているのはないか。
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